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東北農政局  農林水産物・食品等輸出関連情報メールマガジン 

 

 

令和７年８月 29 日＜第 250 号＞ 

編集・発行  農林水産省東北農政局経営・事業支援部輸出促進課 

 

 

★トピックス★ 

＜セミナー・研修に関する情報共有＞ 

・【募集】「青果物規制対応セミナー＆相談会」について≪締切：９月 8 日≫ 

・【募集】「農林水産物・加工食品輸出促進セミナー」について≪締切：９月 22 日≫ 

 

＜その他輸出に関する情報共有＞ 

・【募集】「食品期限表示の設定のためのガイドライン」の改正及び食品の官能評価の講演会につ

いて≪締切：９月 11 日≫ 

・【募集】GFP×AFJ「海外輸出を体系的に学ぶ１泊２日集中プログラム」について≪締切：10 月

１日≫ 

・【お知らせ】プロフェッショナル人材事業および副業・兼業人材活用促進事業について 

 

★発信者からの一言★ 

 ８月 31 日は「野菜の日」です。旬のトマトやなすなどの野菜を使った料理を作ってみてはいか

がでしょうか。農林水産省は、クックパッドにて公式レシピページ「農林水産省のキッチン」を

公開しています。600 以上のレシピを掲載しておりますので、料理を作る際に参考にしていただ

ければ幸いです。 

 https://cookpad.com/jp/users/40053737 

 

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

【募集】「青果物規制対応セミナー＆相談会」について≪締切：９月８日≫ 

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

 日本青果物輸出促進協議会の事業にて、青果物輸出に係る残留農薬への対応や園地登録・選果

梱包施設登録等にフォーカスをした、「青果物輸出規制対応セミナー＆相談会」をオンライン

（Zoom）にて開催します！ 

 ハードルの高い台湾向けの残留農薬対応や、昨年度解禁されたフィリピン向けいちごの登録等、

ご経験のある生産者やバイヤー様より事例を共有いただきます。 

 コンテンツの最後には、登壇者の方にご相談いただける少人数でのグループ相談会も実施いた

します！ 

皆様の今後の輸出のきっかけ・ヒントとなる機会となりますので、是非ご参加ください。 

【チラシ】 

https://cookpad.com/jp/users/40053737
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 https://www.gfp1.maff.go.jp/uploads/2025/08/250912_FruitsVegetable-

Kiseitaiou_v01.00.pdf 

【お申し込み】 

 ・締め切り：9 月８日（月） 

 ・申込みフォーム： 

  https://www.secure-cloud.jp/sf/business/1754985112eINwQicH 

 ※セミナー、グループ相談会の参加 URL（Zoom）は、締め切り後に申込者にお送り致します。 

【概要】 

 ■日時：2025 年 9 月 12 日（金）14:00～17:45 予定 

 ■実施方式：オンライン（Zoom） 

 ■参加費：無料 

 ■対象者：青果物、青果物加工品を持つ生産者・メーカー様、青果物輸出に関わる事業者 

 ■プログラム 

  １部：導入講演（14:00～14:45） 

   ・日本青果物輸出協議会の取組み、本イベントの概要説明（日青協・アクセンチュア） 

   ・青果物輸出の状況、輸出規制の緩和状況、植物検疫の概要（農林水産省） 

  ２部：残留農薬基準への対応事例（14:45～15:55） 

   ・台湾向け産地づくりの事例紹介、台湾での日本産青果物の需要（生産者・現地小売） 

   ・青果物の残留農薬検査、民間の植物検疫サービスの紹介（検査機関） 

   ※登壇者情報はチラシをご確認ください 

  ３部：園地、梱包施設登録への対応事例（15:55～16:40） 

   ・フィリピン向けいちご輸出の事例共有（生産者） 

   ・ハードルの高い園地・梱包施設登録の必要な国への輸出事例の共有（輸出商社） 

   ※登壇者情報はチラシをご確認ください 

  ４部：グループ相談会・商談会（17:00～17:45） 

   ・登壇者である生産者・バイヤーを囲み、グループに分かれて少人数での相談会を実施 

   （申込フォームにて選択いただくご希望をもとに、事務局にて事前にグループを組ませて

いただきます。） 

【お問い合わせ先】 ---------------------- 

事務局：アクセンチュア株式会社 

営業時間：平日 10:00～18:00  

担当：土井、豆田、小栗 

連絡先：090-5715-6703 (土井) ※お電話繋がらない場合は留守電メッセージをお願いします。 

メール：Agri_Exportation_JP★accenture.com 

（お問い合わせの際は「★」を「＠」に変更ください。） 

----------------------------------------- 

 

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

https://www.gfp1.maff.go.jp/uploads/2025/08/250912_FruitsVegetable-Kiseitaiou_v01.00.pdf
https://www.gfp1.maff.go.jp/uploads/2025/08/250912_FruitsVegetable-Kiseitaiou_v01.00.pdf
https://www.secure-cloud.jp/sf/business/1754985112eINwQicH
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【募集】「農林水産物・加工食品輸出促進セミナー」について≪締切：９月 22 日≫ 

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

 本セミナーでは、食品輸出に必要な成分分析に関する講演「食品の輸出に関わる栄養成分表示

と期限表示設定の検査について」のほか、日本からの食品輸出の多い香港市場の現状、輸出取組

の手本となる「フラッグシップ輸出産地」として認定された事業者の事例などを紹介します。 

 輸出にチャレンジする事業者の皆さまのご参加をお待ちしております。 

【概要】 

 ■日時：令和７年９月 29 日（月曜日）14 時 00 分から 16 時 30 分 

 ■場所：四日市商工会議所 会議所ホール１（三重県四日市市諏訪町２ー５） 

 ■参加方法：ハイブリッド方式（会場と Zoom によるオンライン配信の併用） 

 ■参加費：無料 

 ■講演内容： 

  ・「農林水産省の輸出促進施策について」（農林水産省東海農政局）  

  ・「経済の縮小が激しい産地の漁村、水産物の輸出拡大で地域経済の活性化に挑む」（尾鷲物

産株式会社（フラッグシップ輸出産地）） 

  ・「香港食品市場の今とこれから：市場動向と参入のポイント」（香港貿易発展局大阪事務所） 

  ・「食品の輸出に関わる栄養成分表示と期限表示設定の検査について」（一般財団法人食品分

析開発センターSUNATEC） 

 ■対象者： 

  ・輸出に取り組む農林水産事業者、食品事業者 

  ・インバウンド拡大を目指す外食事業者、観光事業者 

  ・商社、物流事業者、金融機関、研究機関など 

 ■募集人数：会場参加は 60 名、オンライン参加は 500 名 

 ■応募要領： 

  ・参加申込フォーム：https://secure-link.jp/wf/?c=wf57791842 

  ※応募によって得られた個人情報は適切に管理し、本セミナーの運営や今後開催するイベン

トのご案内以外には使用しません。 

  ※申し込みに関するお問い合わせ先： 

   macinfo★mac.or.jp（お問い合わせの際は「★」を「＠」に変更ください。） 

   （担当：一般財団法人 食品分析開発センターSUNATEC CRM 部門 辻、大脇） 

  ・応募締切：令和７年９月 22 日（月）17 時 00 分 

 ■その他： 

  ※当日撮影した写真を、株式会社百五銀行および一般財団法人食品分析開発センター

SUNATEC、東海農政局の Web サイト等に掲載する場合があります。 

  ※マスコミの取材や写真撮影、メディアへの掲載が行われることがあります。 

 ■主催：株式会社百五銀行、一般財団法人食品分析開発センターSUNATEC、農林水産省東海農

政局 

 ■協賛：一般社団法人三重県食品衛生協会 

https://secure-link.jp/wf/?c=wf57791842
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 ■後援：三重県、四日市市、四日市港管理組合、四日市商工会議所、JETRO 三重、Local Design 

Mie 株式会社 

 ■報道関係者の皆さまへ： 

  取材およびカメラ撮影は可能です。取材を希望される場合は、参加申込フォームよりお申込

みください。 

 ■案内チラシ： 

  https://www.maff.go.jp/tokai/press/renkei/attach/pdf/250801-1.pdf 

【お問い合わせ先】----------------- 

農林水産省東海農政局 

経営・事業支援部輸出促進課 

担当者：秋山、野口、和田 

代表：052-201-7271（内線 2716、3158） 

ダイヤルイン：052-223-4619 

-------------------------------------- 

 

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

【募集】「食品期限表示の設定のためのガイドライン」の改正及び食品の官能評価の講演会につい

て≪締切：９月 11 日≫ 

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

 日本食品分析センターは、「食品期限表示設定のためのガイドライン」の改正及び食品の官能評

価についての講演会を開催します。 

【概要】 

 ■日時：2025 年 9 月 18 日（木）13：30～16：15 

 ■場所：エル・パーク仙台（仙台市青葉区） 

 ■講演テーマ： 

  ・「食品期限表示の設定のためのガイドライン」の改正について 

  ・食品の官能評価 

 ■参加費：無料 

 ■お申込みフォーム：https://x.gd/tAjBa 

 ●詳細は、以下 URL をご確認ください。 

  https://www.jfrl.or.jp/information/2354 

【お問い合わせ先】--------------------------- 

一般財団法人 日本食品分析センター 仙台事務所 

TEL ： 022-718-9261 

--------------------------------------------- 

 

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

【募集】GFP×AFJ「海外輸出を体系的に学ぶ１泊２日集中プログラム」について≪締切：10 月

https://www.maff.go.jp/tokai/press/renkei/attach/pdf/250801-1.pdf
https://x.gd/tAjBa
https://www.jfrl.or.jp/information/2354
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１日≫ 

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

 今年２月に開催し多くの方にご好評をいただいた輸出の入門講座を、10 月に開催いたします。 

 本講座は、農林水産物・食品の輸出を始める際の基礎知識から実践的な内容まで、輸出全体像

を学ぶプログラムです。輸出事業に興味のある方の入門講座として、また既に輸出に取り組まれ

ている方においては課題や方向性を再認識する機会としてご参加いただけます。 

 グループワークや懇親会を交えることで、受講者同士が交流を深め、同じ志を持つ仲間や、異

なる地域や業種の方との人脈形成の場としても人気の講座です。普段と異なる環境で学ぶことで、

モチベーション向上や新たな気づきを得るきっかけにも繋がります。 

 講師には、農林水産省と地球の歩き方のコラボガイド『おいしい日本の届け方』のアドバイザ

ーでもある株式会社 IAC 秋島様をお招きします。 

【概要】 

 ■開催日： 10 月 21 日（火）- 10 月 22 日（水） 1 泊 2 日 

 ■開催場所：AFJ 日本農業経営大学校 校舎（東京都港区） 

 ■主な対象者：農業従事者、輸出事業者支援に携わる方（主に JA・都道府県職員等） 

 ■定員：30 名 

 ■募集期間： 2025 年 7 月 31 日（木）～ 2025 年 10 月 1 日（水） 17 時 

 ●詳細は以下 URL をご確認ください。 

  https://www.maff.go.jp/j/shokusan/export/e_mailmaga/pdf/afjgfp_export202510.pdf 

 ●お申込は以下 URL をご確認ください。 

  https://www.afj.or.jp/jaiam/onlineschool/export-camp/ 

【参考】 

・農林水産省と地球の歩き方のコラボガイド『おいしい日本の届け方』 

 デジタル版は無料ダウンロードができます。（別途メンバー登録が必要となります） 

  https://www.maff.go.jp/j/shokusan/export/oishinippon/20250318110733.html 

・GFP 農林水産物・食品輸出プロジェクト 

  https://www.maff.go.jp/j/shokusan/export/gfp/gfptop.html 

【お問い合わせ先】--------------------- 

AFJ 日本農業経営大学校 （運営法人：一般社団法人アグリフューチャージャパン） 

TEL：03-5781-3750／MAIL：application-online★afj.or.jp 

（お問い合わせの際は「★」を「＠」に変更ください。） 

---------------------------------------- 

 

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

【お知らせ】プロフェッショナル人材事業および副業・兼業人材活用促進事業について 

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

 GFP では、輸出拡大に向けた人材の確保・活用を必要とされている事業者様に向け、内閣府が

運営する「プロフェッショナル人材事業」との連携を進めております。 

https://www.maff.go.jp/j/shokusan/export/e_mailmaga/pdf/afjgfp_export202510.pdf
https://www.afj.or.jp/jaiam/onlineschool/export-camp/
https://www.maff.go.jp/j/shokusan/export/oishinippon/20250318110733.html
https://www.maff.go.jp/j/shokusan/export/gfp/gfptop.html
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 GFP 事務局からの輸出拡大に向けた支援とプロフェッショナル人材事業からの人材確保の支援

の２つの取組を連携し、より充実した事業者様のサポートを目指しております。 

●詳細は以下 URL をご確認ください。 

 https://www.maff.go.jp/j/shokusan/export/gfp/attach/pdf/gfptop-92.pdf 

 プロフェッショナル人材事業では、各道府県が「副業・兼業人材活用促進事業」として経費の

一部の補助を実施していますので、併せてご案内させていただきます。 

 以下リンクに各道府県の補助事業一覧がございますので、是非ご活用をご検討ください。 

●詳細は以下 URL をご確認ください。 

 https://www.maff.go.jp/j/shokusan/export/gfp/attach/pdf/gfptop-97.pdf 

※リスト内の補助事業以外にも各道府県で補助制度がある場合もございます。詳細は各道府県に

お問い合わせください。 

 プロフェッショナル人材事業を詳しく知りたい・活用したい事業者様は各地方農政局等の輸出

担当窓口まで、お問い合わせ下さい。 

●地方農政局等の輸出担当窓口： 

 https://www.maff.go.jp/j/shokusan/export/e_soudan/tihou.html 

※新潟県ではプロフェッショナル人材事業は実施しておりませんが、にいがた産業創造機構にて

同様の人材マッチング支援を実施しております。ご関心ある方は北陸農政局輸出担当窓口までお

問い合わせください。 

 

 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

GFP へ参加しませんか 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

GFP とは… 

Global Farmers / Fishermen / Foresters / Food Manufacturers Project の略称であり、農林水

産省が推進する日本の農林水産物の輸出プロジェクトです。 

 

〇GFP に登録すると６つのサービスを利用できます。 

輸出診断・訪問診断、会員向けコンテンツ、商品リクエスト、グローバル産地づくり推進事業、

交流会・セミナーの開催、情報発信 

ＨＰ：http://www.gfp1.maff.go.jp/ 

GFP_Facebook：https://www.facebook.com/maff.gfp/ 

 

◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆ 

農林水産物等輸出相談窓口・問合せ先 

◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇ 

東北農政局では、東北地域の農林漁業者等からの農林水産物等の輸出に関する相談を受け付けて

おります。 

https://www.maff.go.jp/j/shokusan/export/gfp/attach/pdf/gfptop-92.pdf
https://www.maff.go.jp/j/shokusan/export/gfp/attach/pdf/gfptop-97.pdf
https://www.maff.go.jp/j/shokusan/export/e_soudan/tihou.html
http://www.gfp1.maff.go.jp/
https://www.facebook.com/maff.gfp/
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相談窓口：東北農政局経営・事業支援部輸出促進課 

住  所：仙台市青葉区本町 3 丁目 3 番 1 号（仙台合同庁舎 A 棟） 

電  話：022－221－6402 

Ｈ Ｐ：https://www.maff.go.jp/tohoku/index.html 

  ＜農産物・食品等の輸出関連情報＞ 

https://www.maff.go.jp/tohoku/kihon/yusyutu/index.html 

  ＜農林水産物・食品の輸出に関する相談窓口＞ 

https://www.maff.go.jp/j/shokusan/export/e_soudan/ 

 

☆メールマガジンの配信停止や、メールアドレスなどの会員情報の変更、パスワードの再 

発行は下記サイトで手続きをお願いいたします。 

https://www.maff.go.jp/j/pr/e-mag/index.html 

 

☆東北農政局や農林水産省では、このほかにもメールマガジンを発行しております。配信 

を御希望される方は、御登録をお願いします。 

  https://mailmag.maff.go.jp/m/entry 

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■ 

 

https://www.maff.go.jp/tohoku/index.html
https://www.maff.go.jp/tohoku/kihon/yusyutu/index.html
https://www.maff.go.jp/j/shokusan/export/e_soudan/
https://www.maff.go.jp/j/pr/e-mag/index.html
https://mailmag.maff.go.jp/m/entry

